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市
民
の
皆
様
に
、
大
変
申
し
訳
な
い

事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
広
報

せ
ん
ぼ
く
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
詫

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

※

　

す
で
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
15
年
分
か
ら
17

年
分
の
3
年
間
に
わ
た
る
所
得
税
の
確

定
申
告
に
つ
い
て
、
旧
角
館
町
に
お
住

ま
い
の
4
人
の
方
々
の
還
付
申
告
書
が

「
本
人
の
了
解
な
く
税
務
署
に
提
出
さ

れ
て
い
た
」と
さ
れ
る
事
案
で
す
。「
当

時
の
担
当
者
が
医
療
費
や
国
保
税
な
ど

の
控
除
額
を
根
拠
な
く
架
空
計
上
し
、

虚
偽
の
還
付
額
を
税
務
署
に
請
求
し
た

上
、
そ
れ
を
納
税
者
に
還
付
す
る
こ
と

な
く
滞
納
し
て
い
た
町
（
市
）
税
に
充

て
た
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
15
年
と
16
年
分
の
申
告
に
つ
い

て
は
旧
角
館
町
で
、
17
年
分
に
つ
い
て

は
合
併
直
後
の
仙
北
市
で
取
り
扱
っ
た

も
の
が
、
今
回
「
所
得
税
還
付
金
不
正

受
給
の
疑
い
あ
り
」
と
し
て
指
摘
を
受

け
て
い
ま
す
。

※

　

事
案
の
発
端
は
、
昨
年
11
月
10
日
投

函
で
県
庁
市
町
村
課
へ
寄
せ
ら
れ
た
投

書
で
す
。
２
日
後
の
11
月
12
日
に
は
県

か
ら
市
に
連
絡
が
入
り
、
11
月
16
日
・

17
日
の
２
日
間
、
総
務
部
長
が
当
時
の

角
館
町
税
務
課
長
ほ
か
主
な
職
員
５
名

か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
点
で
は
事
案
を
確
認
す
る

ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

後
、
仙
台
国
税
局
か
ら
調
査
協
力
依
頼

が
あ
り
、
国
税
局
調
査
は
12
月
7
日
か

ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
調
査
内
容
は
関

連
文
書
の
精
査
、
関
係
職
員
か
ら
の
事

情
聴
取
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
国

税
の
調
査
経
過
、
修
正
申
告
の
対
象
者

数
・
内
容
・
修
正
金
額
な
ど
の
情
報
は
、

い
た
だ
け
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

※

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
納
税
者
本

人
が
税
務
署
に
直
接
提
出
す
る
も
の

で
す
が
、
皆
様
ご
存
じ
の
と
お
り
、
申

告
相
談
の
際
に
は
、
市
町
村
の
職
員
が

確
定
申
告
書
を
代
行
し
作
成
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
税
理
士
法
の
規
定
に
よ

り
一
定
期
間
だ
け
自
治
体
職
員
に
作
成

代
行
の
許
可
が
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
ま
た
地
方
税
法
の
規
定
で
は
、

還
付
金
を
差
し
押
さ
え
る
形
で
自
治
体

の
口
座
に
直
接
振
り
込
む
こ
と
も
可
能

で
す
。

　

本
事
案
は
こ
れ
ら
一
連
の
手
続
き
の

中
で
発
生
し
た
問
題
で
、
ま
さ
に
耳
を

疑
う
よ
う
な
出
来
事
で
す
。

　

疑
惑
の
解
明
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
も

事
実
確
認
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
個
別
の
ケ
ー
ス
が
実
在
す
る
こ
と

か
ら
、
い
つ
頃
か
ら
、
誰
が
何
の
た
め

に
違
法
な
書
類
操
作
を
し
た
の
か
、
ど

れ
く
ら
い
の
件
数
・
金
額
に
の
ぼ
る
の

か
、
還
付
金
が
滞
納
し
て
い
た
税
に
充

て
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
何
の
税
目
に
い

く
ら
入
っ
た
の
か
、
責
任
の
所
在
は
ど

う
な
る
の
か
等
々
…
。
細
部
に
わ
た
る

調
査
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
市
で
は
事
案
を
専
門
に
扱
う
独

自
の
調
査
機
関
、「
所
得
税
還
付
等
調

査
委
員
会
」
を
２
月
21
日
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
弁
護
士
等
の
助
言
も
受
け
な

が
ら
の
対
応
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
よ
り
原
因
の
究
明
と
是

正
が
必
要
と
さ
れ
、
内
部
調
査
を
行
っ

て
き
た
市
県
民
税
等
の
決
算
額
と
調
定

額
と
の
乖か
い
り離
に
つ
い
て
も
、
本
調
査

委
員
会
の
調
査
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
滞
納
繰
越
額
に
お
い
て
、

納
付
さ
れ
る
べ
き
額
と
決
算
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
同
調
定
額
が
相
違
し
て
い

る
事
案
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ら
の
調
査

経
過
を
随
時
お
知
ら
せ
し
な
が
ら
、
真

実
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
約
束

し
ま
す
。

※

　

昨
年
、
国
保
調
整
交
付
金
不
正
受
給

問
題
が
や
っ
と
の
思
い
で
終
息
し
、
心

新
た
に
職
員
の
法
令
遵
守
意
識
を
徹
底

し
な
が
ら
、「
市
民
の
た
め
に
働
こ
う
」

と
誓
っ
た
直
後
の
事
案
発
生
で
、
本
当

に
残
念
で
す
。
疑
惑
の
究
明
な
し
に
は

市
民
の
皆
様
の
市
政
に
対
す
る
信
頼
回

復
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
深
く
認
識

し
、「
真
相
の
徹
底
解
明
」
に
向
け
強

い
決
意
と
覚
悟
を
も
っ
て
臨
み
ま
す
。

　
　
　
　

仙
北
市
長

皆
様
に
お
詫
び
を

　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
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環境防災課
問合せ：  43-3308

【消防団員】

●仙北市に居住され、年齢18 歳以上で心身ともに健

　康な方であれば男女を問わず入団できます。

●消防団は、地域で発生した火災の鎮圧や地震・風水

　害など各種災害の防御活動はもちろんのこと、災害

　に備えた訓練や予防・広報などの活動も幅広く行っ

　ています。

●消防団員には、公務災害補償、年報酬、出動手当、退

　職報償金制度等があります。

●消防団に興味を持たれた方、地域に貢献したい方、

　入団をお待ちしています。

仙北市では随時『消防団員』『消防
団協力事業所』を募集しています

　国民健康保険証をお持ちの70 ～ 74歳の方の医

療機関での窓口負担について、平成23年4月から2

割負担に見直すとされていましたが、平成 24年3

月までの1年間、窓口負担が1割に据え置かれるこ

とになりました。

　現在高齢受給者証をお持ちの方には1割負担を

据え置く旨の記載がある新しい受給者証を3月下

旬に郵送で交付します。

　　既に3割負担を頂いている方、後期高齢者医療

制度の対象となる一定の障害認定を受けている方

は除きます。 

市民課
問合せ：  43-3307

国保年金係からお知らせ

注

　3 月～ 4 月は異動の季節です。上下水道の使用

を開始するとき、中止するとき、使用者の名義を変

更、下水道使用人数（人数制により算定されている

方）を変更をするときは、届出が必要となります。

企業局および各地域センター窓口に印鑑を持参の

上、手続きをお願いします。

　なお、中止の届出を忘れますと、使用しなくても

料金が発生しますのでご注意ください。また、支

払い口座を変更する場合は金融機関窓口での手続

きが必要となります。

◆問合せ：（水道担当）仙北市企業局　 54-2388

　（下水道担当）仙北市下水道課　 43-2296

上下水道の各種手続きについて

企業局
問合せ：  54-2388

下水道課
問合せ：  43-2296

　選挙管理委員会では、20歳の誕生日を迎える皆

さんを新たに選挙人名簿に登録するため、定期的

に居住地調査を行っています。

　調査書がお手元に届きましたら、必要事項をご

記入いただき、早めにご回答くださるようお願い

します。

　なお、調査の結果、住所地が仙北市でも、修学の

ため他の市町村に住んでいる学生の方は、仙北市

の選挙人名簿に登録できないことになっていま

す。

　選挙権は、よりよい暮らしや社会づくりに参加

できる大切な権利ですので、行使するためにも、実

際に住んでいる市町村へ住所を変更する手続きを

取られるようにお願いします。

選挙管理委員会
問合せ：  43-1150

居住地調査のお願い

【消防団協力事業所】

●仙北市では消防団員の方を雇用するなど消防団活

　動に協力している事業所を「消防団協力事業所」と

　して認定し、表示証を交付しています。現在、市内

　9事業所に交付され、消防団活動にご協力いただい

　ています。

●表示証交付基準（次に掲げる基準のいずれかに適

　合していること）　

　１．従業員が消防団員として、相当数入団している

　　こと。 

　２．従業員の消防団活動について、積極的に配慮

　　していること。

　３．災害等における資機材等の提供等、消防団の活

　　動に協力していること。

　４．事業所に機能別分団等を設置している。

　５．その他消防団活動に協力することにより、地域

　　の消防防火体制の充実強化に寄与している。 

●消防団協力事業所として認定された事業所には「消

　防団協力事業所表示証」を交付します。事業所は

　表示証を社屋等に掲示でき、また、自社のホームペー

　ジ等でも広く公表することができるため、社会貢献

　企業として信頼性の向上につながり、事業所のイ

　メージアップを図ることができます。

●地域の安全と消防団活動に貢献し、この制度に賛同

　いただける事業所を随時募集しています。

※「選挙人名簿」とは

『選挙権を持っていても、実際に投票するた

めには、市町村の選挙管理委員会が管理する

名簿に登録されていなければなりません。こ

の名簿のことを「選挙人名簿」といいます』

広報せんぼく3
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「
小
さ
い
時
か
ら
絵
や
彫
刻
は
好
き

で
し
た
。
日
本
画
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
祭
り
の
人
形
の
顔
に
日

本
画
の
絵
の
具
を
使
っ
て
い
る
の
を
見

て
か
ら
で
す
ね
。
今
、
動
物
に
は
ま
っ

て
い
て
、
今
回
は
大
森
山
動
物
園
の

『
象
』を
描
い
て
い
ま
す
。
何
日
も
通
い
、

写
生
に
時
間
を
か
け
て
い
ま
す
。
現
場

を
実
感
す
る
の
が
大
切
で
す
ね
。
何
日

も
通
っ
て
い
る
と
象
と
飼
育
係
の
人
と

の
関
わ
り
が
見
え
て
き
ま
す
。
一
つ
の

作
品
が
仕
上
が
る
ま
で
２
～
３
カ
月
か

か
り
ま
す
。
テ
ー
マ
が
最
後
ま
で
ぶ
れ

な
い
と
良
い
作
品
が
で
き
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
」
と
作
品
づ
く
り
の
こ
だ
わ

り
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
院
展
」
と
い
う
の
は
、
日
本
美
術

院
主
催
の
公
募
絵
画
展
で
、
毎
年
４
月

上
旬
に
行
わ
れ
る
「
春
の
院
展
」
と
９

月
上
旬
に
行
わ
れ
る
「
再
興
院
展
」
が

あ
り
ま
す
。

　

山
田
さ
ん
は
、
こ
の
院
展
に
３
回

連
続
で
入
選
し
て
い
ま

す
。「
春
の
院
展
は
、
秋

の
再
興
院
展
よ
り
も
出

品
サ
イ
ズ
は
小
さ
い
の

で
す
が
、
作
家
に
と
っ

て
は
実
践
的
な
試
み
を

す
る
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
象
の

体
の
模
様
の
描
き
方
に

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
」
と
新
し

い
作
品
に
向
か
い
合
う

意
気
込
み
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

日本画で
仙北市芸術文化賞栄光賞受賞

山田美知男さん
（角館町上菅沢）

　

今
年
度
の
仙
北
市
芸
術
文
化

賞
栄
光
賞
を
受
賞
し
た
山
田
さ

ん
は
、
再
興
第
95
回
院
展
で
入

選
し
た
若
手
の
日
本
画
家
。

　

春
の
院
展
に
向
け
て
制
作
中

の
忙
し
い
時
間
に
お
話
し
を
伺

い
ま
し
た
。

人　モノ　自然

元気通信
ＧＥＮＫＩ‐ＴＳＵＳＨＩＮ
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２
月
９
日
、
秋
田
市
で
女
性
消
防
団

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
開
か
れ
、
県
内

の
女
性
消
防
団
員
約
60
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
勉
強
会
・
交

流
会
で
、
三
重
県
女
性
消
防
団
員
の
方

が
「
魅
力
あ
る
防
火
啓
発
劇
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
と
い
う
演
題
で
購
演
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
自
分
た
ち
に

し
か
で
き
な
い
何
か
を
し
て
み
た
い
」

そ
ん
な
気
持
ち
か
ら
防
火
啓
発
劇
が
生

ま
れ
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
事
を

知
り
、
と
て
も
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し

た
。
少
人
数
の
私
た
ち
に
も
、
独
自
で

取
り
組
め
る
何
か
を
見
つ
け
る
た
め
、

色
々
勉
強
し
て
い
ま
す
。　

２
月
１

日
付
け
で

一
緒
に
頑

張
っ
て
く

れ
る
方
が

入
団
し
ま

し
た
の
で

ご
紹
介
し

ま
す
。

仙
北
市
女
性
消
防
団
員
に
よ
る
コ
ラ
ム

が
ん
ば
る
！
　
女
性
消
防
団

今
回
は
…　

西
宮
三
春
さ
ん

　

こ
の
標
本
は
、
京
都
大
学
総
合

博
物
館
か
ら
借
り
受
け
た
も
の
で
、

会
場
に
は
、
田
沢
湖
郷
土
史
料
館

所
有
の
ク
ニ
マ
ス
の
標
本
も
２
体

展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
ク
ニ
マ
ス
発

見
の
経
緯
や
か
つ
て
の
ク
ニ
マ
ス

漁
に
関
す
る
資
料
な
ど
が
展
示
さ

れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
興
味
深

そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
12
日
に
は
、
県
立

大
学
客
員
教
授
の
杉
山
秀
樹
さ
ん

に
よ
る
「
ク
ニ
マ
ス
と
は
ど
の
よ

う
な
魚
か
」
と
題
し
た
講
演
が
ハ
ー

ト
ハ
ー
ブ
で
行
わ
れ
、
会
場
に
は

２
２
０
人
が
詰
め
か
け
、
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

杉
山
さ
ん
は
講
演
の
中
で
、
氷

河
期
を
繰
り
返
す
中
で
サ
ケ
の
仲

間
が
田
沢
湖
に
陸
封
さ
れ
ク
ニ
マ

ス
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
説
や
田
沢

湖
が
潟
尻
川
、
桧
木
内
川
、
雄
物

川
を
通
過
し
て
日
本
海
と
つ
な

が
っ
て
い
た
こ
と
、
１
９
２
５
年

に
ク
ニ
マ
ス
が
新
種
と
し
て
登
場

し
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
。「
70
年
前

の
ク
ニ
マ
ス
が
生
存
し
、
漁
が
で

き
る
よ
う
な
田
沢
湖
を
取
り
戻
す

こ
と
が
夢
。
そ
れ
に
は
ク
ニ
マ
ス

の
生
態
を
調
査
す
る
こ
と
が
必
要
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
市
と
田
沢
湖
観
光
協

会
、
漁
業
組
合
な
ど
14
団
体
に
よ

り
、「
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
会
議
」
が

設
立
さ
れ
、
田
沢
湖
の
環
境
改
善

や
ク
ニ
マ
ス
の
生
態
研
究
、
ク
ニ

マ
ス
を
生
か
し
た
観
光
振
興
な
ど

を
進
め
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
、
山
梨
県
西
湖
で
70
年
ぶ

り
に
発
見
さ
れ
た
ク
ニ
マ
ス
の
標

本
が
、
２
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
、

田
沢
湖
畔
の
ハ
ー
ト
ハ
ー
ブ
で
展

示
さ
れ
、
期
間
中
１
７
０
０
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
女
性
消
防
団
員

の
辻
薫
で
す
。
角
館
町
在
住
の
一
児

の
母
で
、
訪
問
介
護
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

　

私
が
女
性
消
防
団
に
入
ろ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
30
歳
を
過
ぎ

た
ら
何
か
地
域
活
動
に
参
加
し
よ
う

と
決
め
て
い
た
事
、
消
防
団
の
方
々

が
毎
年
夏
に
日
が
暮
れ
る
ま
で
大
会

の
練
習
を
し
て
い
る
の
を
見
て
、
す

ご
い
な
・
・
・
と
感
心
し
て
い
た
事
、

そ
こ
に
女
性
消
防
団
で
活
躍
し
て
い

る
方
が
声
を
か
け
て
く
れ
た
事
で
し

た
。
同
世
代
で
仕
事
を
持
ち
、
家
庭

を
持
っ
て
い
る
女
性
た
ち
が
頑
張
っ

て
い
る
姿
に
心
を
う
た
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月
６
日
の
出
初
め
式
を
見

に
行
き
ま
し
た
が
、
武
家
屋
敷
に
整

列
し
た
消
防
団
員
は
迫
力
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
だ
、
入
団
し
た
ば
か
り
で
す

が
、
地
域
の
防
火
・
防
災
の
為

に
お
役
に
立
て
る
様
、
務
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。                                      

　
　

辻　

薫

クニマス世紀の発見記念特別展
杉山秀樹県立大学客員教授の講演会開催

会場に展示された
クニマスの標本

県立大学客員教授
杉山教授
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上桧木内の紙風船上げ
2 月 10 日（木）

火振りかまくら
2 月 13 日 ( 日 ) ～ 14 日 ( 月 )

白岩城址燈火祭
2 月 12 日（土）

田沢湖高原雪まつり
2 月 18 日 ( 金 ) ～ 20 日 ( 日 )

中里のカンデッコあげ
2 月 17 日（木）なろか

2 月 17 日（木）

  松葉・相内の裸参り
2 月 20 日（日）

願いを込めた 100 個あまりの
紙風船が打ち上げられた

田んぼの厄を払い、１年の無事を
祈願する 400 年以上の伝統行事

会場ステージにはさかなクンとクニマスの雪像も
登場。前夜祭も含め３日間賑わいました

第 10 回を迎えた燈火祭。かがり火
の灯りが祭りを盛り上げる

桧木内川で身を清め、掛け声を響かせ
集落内を通り旭山へ一気に駆け上が
り、無火災を祈願しました

クニマスが描かれた巨大
紙風船

中
里
塞
之
神
の
小
正
月
行
事
。
豊
作
や
縁
結
び
、
家

内
安
全
の
願
い
を
込
め
て
神
木
へ
投
げ
掛
け
ま
し
た

稲藁に火を付けて振り回し害虫
を追い払い、豊作を祈願

賑
や
か
に
仙
北
市
の

        

　
冬
祭
り
・
小
正
月
行
事
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地域 の 話題

紙風船西木ふるさと会総会
　　ふるさとを懐かしむ

　

２
月
20
日
東
京
上
野
精
養
軒
を

会
場
に
、
会
員
等
１
０
２
人
が
参

加
し
第
23
回
紙
風
船
西
木
ふ
る
さ

と
会
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
議
事
で
は
、
会
長
の
熊

谷
久
氏
が
勇
退
し
、
後
任
に
浅
利

十
男
氏
が
選
任
さ
れ
る
な
ど
役
員

の
一
部
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
門
脇
市
長
、
佐
藤

市
議
会
議
長
、
西
木
町
出
身
の
３

市
議
会
議
員
、
直
木
賞
作
家
の
西

木
正
明
氏
が
挨
拶
し
、
そ
れ
に
東

京
田
沢
湖
会
・
東
京
角
館
会
か
ら

４
人
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
各
々

が
昨
年
末
か
ら
マ
ス
コ
ミ
を
賑
や

か
に
し
て
い
る
田
沢
湖
の
ク
ニ
マ

ス
の
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

県
で
は
市
場
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
「
電
気
自
動
車
」
を
産
業
や

観
光
に
結
び
つ
け
る
た
め
、
電
気

自
動
車
の
活
用
方
法
や
性
能
な
ど

を
調
べ
る
「
あ
き
た
次
世
代
自
動

車
実
証
試
験
」
を
「
あ
き
た
次
世

代
自
動
車
実
証
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
・
御
室

哲
志
県
立
大
教
授
）
が
仙
北
市
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
18
日
、
田
沢
湖
庁
舎
前
で

実
験
に
使
用
す
る
電
気
自
動
車
３

台
と
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
１
台
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し

た
。
４
台
は
観
光
タ
ク
シ
ー
や
市

の
公
用
車
と
し
て
活
用
さ
れ
、
積

雪
、
山
間
部
で
の
性
能
に
つ
い
て

実
験
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

「あきた次世代自動車実証試験」
市内で次世代自動車の可能性探る

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

白
寿
の
お
祝
い

　この度、　辻吉二郎さん、菊地キヌ
ヱさんが白寿を迎え、市からお祝いと
花束が贈呈されました。

菊
地
キ
ヌ
ヱ
さ
ん

　
「
21
世
紀
東
ア
ジ
ア
青
少
年
大
交

流
計
画
」
の
一
環
と
し
て
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
若
手
政
治
家
の
皆
さ
ん
が

来
日
。
２
月
18
日
か
ら
仙
北
市
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
に
表
敬
訪

問
し
た
一
行
は
、
角
館
武
家
屋
敷

や
先
端
産
業
視
察
と
し
て
イ
ン
ス

ペ
ッ
ク
株
式
会
社
を
見
学
し
ま
し

た
。
そ
の
後
も
田
沢
湖
芸
術
村
視

察
や
農
家
民
宿
へ
の
宿
泊
な
ど
精

力
的
に
視
察
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

21
世
紀
東
ア
ジ
ア
青
少
年
大
交
流
計
画
」

ベ
ト
ナ
ム
視
察
団
が
表
敬
訪
問

　

２
月
11
日
、
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

で
、
お
や
ま
囃
子
芸
能
発
表
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
国
指
定
無
形
民

俗
文
化
財「
角
館
や
ま
行
事
」の「
お

や
ま
囃
子
」
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目

的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

今
回
は
、
17
団
体
約
５
３
０
人

が
出
演
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
、
来
場
者
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

冨
岡
沙
樹
さ
ん
が
特
別
出
演

  

お
や
ま
囃
子
芸
能
発
表
会
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だしっこルーム《生保内保育園内》
TEL 43-1025 　FAX 43-3256

「だしっこルーム」9：30～11：30

　  2日（水）　谷先生の絵本読み聞かせの会
　  9日（水）　リズムで遊ぼう・誕生会
　16日（水）　大きくなったお祝いの会

わかばルーム《神代保育園内》
TEL 44-2502 　FAX 44-2931

「わいわい広場」9：30～11：30

　  1日（火）　バルーンアートを楽しもう
　  8日（火）　思い出を語ろう会・身体測定

いちごルーム《角館保育園内》
TEL 53-2918 　FAX 53-2919

「いちごルーム」9：30～11：00

　  2日（水）　歌や手遊びで一緒に遊ぼう
　　　　　　（天気が良ければ外遊びを予定）

なかよしルーム《にこにこ保育園内》
TEL 47-2525 　FAX 47-2323

「なかよしひろば」9：30～11：30

　  2日（水）　保育園のお友だちと遊ぼう
　　　　　　  給食を食べよう（事前申込必要）
　  9日（水）　お別れ会・おやつを作って食べよう

さくらんぼルーム《ひのきない保育園内》
TEL 48-2345 　FAX 48-2525

「さくらんぼルール」9：30～11：20

　  3日（木）　ひなまつり会に参加しよう
　10日（木）　みんな大きくなったね
　　　　　 　（内容はお楽しみに）

　市内5カ所の保育園に子育て支援センターがありま

す。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援す

る基盤づくりのため、次のような活動を行っています。

1. 育児不安等についての相談指導
　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこと

でもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の9：00～17：00。手紙・FAX 等

はいつでも】

2. 子育てサークル等への支援
　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある

方はぜひご連絡ください。

3. 集いの広場の開設
　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。保育園に入園していないお子さん

と、お母さん、お父さんをはじめ、おばあちゃん、おじい

ちゃんなどどなたでも参加できます。なお、3月の予定

は次のとおりです。

　準備の都合上、参加される方は前日まで各保育園へご

連絡ください。

※持ち物等は各保育園にご確認ください。

子育て支援センターからの
お知らせ

国民年金だより

任意加入被保険者の方の保険料納付は口座振替で！

　国民年金の被保険者期間は20歳から満60

歳までですが、60歳までに老齢基礎年金の受

給資格期間（25年）を満たしていない場合や、

40年より納付済期間が少ないため老齢基礎年

金を満額受給できない場合であって、厚生年

金・共済年金に加入していないときは、60歳

以降でも申出により任意で加入して保険料を

納めることができる任意加入制度がありま

す。

　この申出については、月々の保険料を確実

かつ円滑に納付いただくため、原則、口座振

替をお申し込みいただくようになります。

　なお、正当な理由がある場合には、現金で

納付することもできます。

【口座振替によらない正当な事由とは】

　①預金口座を有していない場合

　②資格を喪失するまでの期間の保険料を前納する場合

　（加入する年度内に納付月額が40年を迎えて任意加入期間が

　終了する方など）

　③その他①、②に準ずる事由により口座振替によらない正当

　な事由があると認められる場合

【窓口での手続き】

　　任意加入の資格取得申出書を提出される際に、口座振替申

　出書もしくは口座振替ができない旨の申出書の提出が必要

　です。（口座振替ができない旨の申出書の様式は任意の様式

　でかまいません）

◎詳しくは、お住まいの市町村役場国民年金担当窓口またはお

　近くの年金事務所国民年金担当課へお問い合わせください。
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認知症の方を支える家族の集い
「お話しと相談会」

　認知症の方を自宅で介護されている家族の

方々は、様々な悩みを抱え、その思いは深く複雑

ではないでしょうか。

　一人で抱え込んではつらい介護の悩みも、同じ

ような経験をしている人どうしで、話すと楽に

なったり介護のヒントがつかめたりします。

　今回は、施設等で認知症の方々と接している方

を講師にお招きし、お話しを聞きながら、相談の

会を開催します。多くの方の参加をお待ちして

います。

◆日時　3月15日（火）　10：00～11：30

◆場所　西木総合開発センター　2階　農林研修室

◆内容　①認知症についてお話し

　②悩みを出し合い講師と共に考えましょう

◆対象　認知症の方を介護している家族

◆参加申込　3月8日（火）まで電話でお申し込み

　ください。

◆問合せ　仙北市包括支援センター   43-2283

日 対象児 会場
3日（木）　3歳児

　健康管理センター

　（角館）

10日（木）　10カ月児
15日（火）　2歳児歯科
17 日（木）　1歳6カ月児
24日（木）　4カ月児

日 内容 会場
7 日（月）　ポリオ 　西木保健センター

16日（水）
　BCG・

　三種混合

　西木保健センター
22日（火） 　田沢湖健康増進センター
25日（金） 　健康管理センター（角館）

日 内容 会場
1日（火）

　母子手帳交付

　健康管理センター

　（角館）

7日（月）
14日（月）
22日（火）

8日（火）

乳児相談

　午前：7カ月児

　午後：12カ月児

日 時間 場所
10日（木）

（成分献血）

10：00 ～ 12：00 仙北市役所角館庁舎

13：30 ～ 16：30 健康管理センター

15日（火）

10：00 ～ 11：00
北光金属工業（株）
田沢湖工場

11：20 ～ 12：20 谷口石油（株）スタンド

13：40 ～ 14：40 角館消防署

15：00 ～ 16：00 さわやか桜館

3月 ◆問合せ：仙北市保健課

　  55-1112
健康カレンダー健康カレンダー

乳幼児健診

乳児相談・母子手帳交付

予防接種

献血

なかよし教室

日 受付時間 場所

9 日（水）　9：30 ～ 10：00
　健康管理センター

　（角館）

冬季いきいき教室（運動教室）

日程 場所 内容
2日（水）午前 角館 　気功体操
4日（金）午後 田沢湖 　柴田先生
9日（水）午前 西木 　気功体操

11日（金）午後 角館 　柴田先生
23日（水）午前 角館 　気功体操

３月の休日歯科診療当番医

6日
さいとう歯科クリニック 0187（53）2752
仙北市角館町下新町4-2

13日
船木歯科医院 0187（63）0027
大仙市大曲中通町2-17

20日
冨岡歯科医院 0187（88）1123
大仙市太田町中里字二十町98

27日
城南堂歯科医院 0187（54）3678
仙北市角館町西勝楽町20

　子ども同士のふれあいやお母さん方の交流のた

め、健康管理センターのホールを開放します。

　お子さんを自由に遊ばせる広場としてお使いく

ださい。

◆日時　14日（月）、28日（月）

　　　　9：30 ～ 11：30

◆問合せ　仙北市保健課　  55-1112

おやこ交流広場３月

※成分献血は、時間がかかりますので予約が必要です。

ご協力できる方は、7日まで保健課へお知らせくださ

い。
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Culture＆ Books

イ
ン
フ
ォ
ー
メ
シ
ョ
ン

　

秋
田
栄
養
短
期
大
学
公
開
講
座

参
加
者
募
集

　
秋
田
栄
養
短
期
大
学
で
は
毎
年
県
内
各
地
で
公

開
講
座
を
開
催
し
、
今
年
は
西
木
地
区
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　「
栗
の
お
い
し
さ
の
秘
密
を
探
る
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
義
と
調
理
実
習
が
行
わ
れ
ま
す
。
ど
な
た

で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
午
前
の
部
、
午
後

の
部
と
２
回
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
内
容
は
ど
ち
ら

も
同
じ
で
す
の
で
、
ご
希
望
の
時
間
帯
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
３
月
15
日
（
火
）

　
午
前
の
部
　
受
付
９
時
30
分
～
　

　
　
　
　
　
　
講
座
９
時
50
分
～
13
時

　
午
後
の
部
　
受
付
13
時
～

　
　
　
　
　
　
講
座
13
時
20
分
か
ら
16
時
30
分

◆
内
容
／
講
演
第
１
部
「
栗
の
栄
養
」

　
第
２
部
「
栗
の
イ
メ
ー
ジ
と
嗜
好
に
つ
い
て
」

　
調
理
実
習
「
栗
の
リ
ゾ
ッ
ト
・
栗
入
り
お
は
ぎ
」

◆
会
場
／
西
木
保
健
セ
ン
タ
ー

　（
西
木
町
門
屋
字
屋
敷
田
84
）

◆
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

◆
定
員
／
午
前
、
午
後
各
部
共
に
15
人
ず
つ

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◆
申
込
期
間
／
３
月
３
日
～
10
日

◆
問
合
せ
／
西
木
公
民
館

　
　

 

（
47
）
３
１
０
０

講座講座

図
書
館
情
報

　
新
潮
社
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

学
習
資
料
館

新
着
図
書

単
行
本

・
オ
レ
様
国
家
・
中
国
の
常
識
（
宮
崎
正
弘
）

・
フ
ォ
ー
ル
ト
・
ラ
イ
ン
ズ
（
ラ
グ
ラ
ム
・
ラ
ジ
ャ
ン
）

・
工
学
部
ヒ
ラ
ノ
教
授
（
今
野
浩
）

・
ド
ロ
ー
ラ
節
子
の
和
ご
こ
ろ
の
お
も
て
な
し
（
節
子
・

　
ク
ロ
ソ
フ
ス
カ
・
ド
・
ロ
ー
ラ
）

・
食
べ
る
旅
　
韓
国
む
か
し
の
味
（
平
松
洋
子
）

・「
患
者
様
」
が
医
療
を
壊
す
（
岩
田
健
太
郎
）

・
週
刊
と
り
あ
た
ま
ニ
ュ
ー
ス
（
西
原
理
恵
子
／
佐
藤
優
）

・
し
づ
子
（
川
村
蘭
太
）

・
知
ら
な
か
っ
た
自
分
が
わ
か
る
生
ま
れ
順
診
断
Ｂ
Ｏ
Ｏ

　
Ｋ
（
島
田
裕
巳
）

・
女
子
芸
人
（
神
田
茜
）

・
新
神
戸
　
愛
と
野
望
の
殺
人
（
西
村
京
太
郎
）

・
百
万
遍
　
流
転
旋
転
　
上
・
下
巻
（
花
村
萬
月
）

・
き
こ
と
わ
（
朝
吹
真
理
子
）

・
苦
役
列
車
（
西
村
賢
太
）

・
田
辺
聖
子
の
古
典
ま
ん
だ
ら
　
上
・
下
（
田
辺
聖
子
）

・
ト
モ
ス
イ
（
高
樹
の
ぶ
子
）

・
村
上
春
樹
　
雑
文
集
（
村
上
春
樹
）

・
雪
の
練
習
生
（
多
和
田
葉
子
）

・
四
畳
半
王
国
見
聞
録
（
森
見
登
美
彦
）

新
書

・
冤
罪
の
軌
跡
（
井
上
安
正
）

・
人
間
の
往
生
（
大
井
玄
）

・
迷
え
る
も
の
の
禅
修
業
（
ネ
ル
ケ
無
方
）

・
や
め
な
い
よ
（
三
浦
和
良
）

　
新
潮
社
文
庫
新
刊
も
多
数
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
た
く
さ
ん
の
新
着
図
書
が
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

田
沢
湖
図
書
館

話
題
の
本
　
ご
存
じ
で
す
か
？

　
田
沢
湖
図
書
館
２
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
を
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
ま
す
。

　
あ
な
た
だ
け
の
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
１
展
示
に
つ
き
最
長
２
週
間
ま
で

●
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
の
で
作
品
は
絵
画
・
手
芸
・

　
短
歌
な
ど
、
文
化
的
要
素
の
小
作
品
に
限
り
ま

　
す
。

　
詳
し
く
は
田
沢
湖

図
書
館
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／

　

（
43
）
１
３
０
７

学習資料館　 43-3333

1日（火・月末休館日）、7日（月）、14日

（月）、21日（月）、22 日（火・振替休館日）、

28日（月）、31日（木）

イベント交流館　 43-3333

7日（月）、14日（月）、22日（火）、28日（月）

田沢湖図書館　 43-1307

7日（月）、14日（月）、21日（月・春分の

日）、22 日（火・振替休館日）、28日（月）

休
館
日

田
沢
湖
図
書
館

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
あ
な
た
の

作
品
を
披
露
し
ま
せ
ん
か
？

お知らせお知らせ

ＢｏｏｋｓＢｏｏｋｓ

ＢｏｏｋｓＢｏｏｋｓ「体脂肪計タニタの社員食堂」

第1弾・第 2弾

500kcal のまんぷく定

食をご紹介。

ぜひおかず作りの参考

にしてみてください。



ト
ピ
ッ
ク
ス
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フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
Ｆ
Ｃ
）

が
映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
支
援
を
す

る
組
織
だ
と
い
う
こ
と
は
だ
い
ぶ
周

知
さ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
ま
だ
、

「
資
金
提
供
を
し
て
ロ
ケ
を
呼
ん
で

い
る
」
と
誤
解
を
し
て
い
る
方
も
い

る
よ
う
で
す
。
で
は
Ｆ
Ｃ
の
役
割
は

何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
Ｆ
Ｃ
に
求
め
ら
れ
る
条
件
は
３
つ

あ
り
ま
す
。

１
．
非
営
利
の
公
的
機
関
で
あ
る

　
こ
と
。
Ｆ
Ｃ
の
支
援
に
金
銭
の

　
や
り
取
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
．
ロ
ケ
地
の
相
談
や
撮
影
許
可
、

　
エ
キ
ス
ト
ラ
の
手
配
な
ど
、
撮

　
影
に
関
す
る
相
談
を
一
括
し
て

　
受
け
る
窓
口
で
あ
る
こ
と
。

３
．
作
品
内
容
を
問
わ
な
い
こ
と
。

　
ロ
ケ
の
依
頼
先
の
施
設
が
断
る

　
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
Ｆ
Ｃ
が
そ

　
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
支
援
す
る
か

　
し
な
い
か
の
線
引
き
は
行
い
ま

　
せ
ん
。

か
く
の
だ
て
Ｆ
・
Ｃ

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
だ
よ
り

かくのだてフィルムコミッション（仙北市観光課内）　

 43-3352　http://kakunodate-fc.jp/

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
役
割
を
し
て

い
く
中
で
、
ど
う
し
た
ら
ロ
ケ
地
と

し
て
選
ば
れ
る
の
か
。
ロ
ケ
地
の
相

談
を
受
け
た
際
、「
Ｆ
Ｃ
が
制
作
側

の
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
場
所
を
的
確
に

紹
介
す
る
」
こ
と
。
こ
れ
が
撮
影
決

定
に
結
び
つ
き
ま
す
。

　
私
た
ち
「
か
く
の
だ
て
Ｆ
Ｃ
」
は
、

ジ
ャ
パ
ン
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
Ｊ
Ｆ
Ｃ
）
の
研
修
を
受
け
、
ま
た

求
め
ら
れ
る
上
記
の
３
つ
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
、
全

国
で
数
少
な
い
Ｊ
Ｆ
Ｃ
認
定
Ｆ
Ｃ
の

ひ
と
つ
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

学
習
資
料
館

絵
本
の
修
理
を
学
び
ま
し
た
！

　
１
月
26
日
、
今
年
度
２
回
目
の
県
立
図
書
館
出

前
講
座
が
学
習
資
料
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
容

は
本
の
修
理
の
方
法
で
、
講
師
は
秋
田
県
立
図
書

館
の
図
書
資
料
班
の
職

員
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
講
座
に
は
、
学
校
の

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
保
育
園
関
係
者
が
多

数
参
加
し
、
絵
本
な
ど

の
修
理
を
中
心
に
、
皆

さ
ん
熱
心
に
受
講
し
て

い
ま
し
た
。

「
渡
邊
家
住
宅
主
屋
」

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

　
仙
北
市
で
３
件
目
の
国
登
録
有
形
文
化
財
と

し
て
、
角
館
町
横
町
の
「
渡
邊
家
住
宅
主
屋
」
が

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
渡
邊
家
住
宅
は
、
秋
田
市
立
体
育
館
を
設
計
し

た
建
築
家
・
渡
辺
豊
和
さ
ん
の
実
家
で
、
明
治
後

期
に
建
て
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
木
造
２
階
建

て
で
、玄
関
正
面
に
「
こ

も
せ
」
と
呼
ば
れ
る
下

屋
を
備
え
、
角
館
で
伝

統
的
な
表
構
え
を
残
す

数
少
な
い
町
家
で
す
。

2
月
13
日
、
20
日
の
２
日
間

伝
統
の
「
雛
（
ひ
な
）
菓
子
づ
く
り
」

に
挑
戦

  

冬
期
間
一
般
公
開
し
て
い
る
昭
和
初
期
の
建

物
、
旧
石
黒
（
恵
）
家
で
、
桃
の
節
句
に
ち
な
ん

だ
伝
統
の
「
雛
菓
子
づ
く
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

参
加
者
は
、
講
師
の
相
馬
栄
さ
ん
と
相
馬
順
子

さ
ん
（
白
岩
在
住
）
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
「
ゆ

べ
し
」
づ
く
り
や
古
い
木
型
で
の
梅
や
桃
の
餅
菓

子
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
次
々
に
で
き
あ

が
る
お
菓
子
を
前
に
感
動
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
合
間
を
縫
っ
て
行
わ
れ
た
お
雛
様
の
お

供
え
物
や
ハ
マ
グ
リ
を
用
い
た
雛
遊
び
の
お
話
、

最
後
は
参
加
者
全
員
で
試
食
し
大
変
好
評
で
し

た

  

文
化
財
課
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
伝
統
食
体

験
を
今
後
も
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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お知らせナビ

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

な
け
れ
ば
、
介
護
保
険
料
を
返
し

て
も
ら
え
る
の
で
す
か
？
（
介
護

保
険
は
掛
け
捨
て
で
す
か
？
）

介
護
保
険
料
は
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
必
要
と
す
る
方
に
か
か
る

費
用
を
賄
う
た
め
使
わ
れ
ま
す
の

で
、
医
療
保
険
と
同
様
お
返
し
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
保

険
は
助
け
合
い
の
精
神
に
基
づ
く

制
度
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い

ま
す
。

介
護
保
険
料
は
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

納
付
書
が
送
付
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
な
ぜ
で
す
か
？

年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方
は

納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
年
額
18
万
円

以
上
の
方
で
も
、
年
度
途
中
で
65

歳
に
な
っ
た
方
や
収
入
申
告
の
や

り
直
し
で
保
険
料
額
が
変
更
に

な
っ
た
方
に
は
納
付
書
が
送
付
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
介
護
保
険
に
関
す
る
よ
く
あ
る

質
問
に
お
答
え
し
ま
す
」

　
介
護
保
険
事
務
所
の
窓
口
や
電
話
で
よ

く
受
け
る
質
問
に
つ
い
て
、
回
答
を
ま
と

め
ま
し
た
。

質
問
１

回
答
１

質
問
２

回
答
２

問合せ先

電話番号
業種 業務内容

就業者に求められる

技術・技能

募集

人数
雇用予定期間

税務課

43-1117
事務

税務関係書類および申告書類の整備等税

務課内の業務
特になし

2 4 月上旬 6 カ月

2 10 月上旬 6 カ月

管財課

43-1114

事務
管財事務補助および台帳整備に係る基礎

資料作成補助
特になし

1 4 月上旬 6 カ月

1 10 月上旬 6 カ月

技術員 大型バス運転員 大型免許有資格者 2 7 月上旬 8 カ月

作業員
公有財産、未利用財産の環境整備および施

設維持作業等
草刈り作業経験者 2 6 月上旬 4 カ月

田沢湖地域センター

43-1115

事務
財産台帳整備に係る基礎資料の磁気化作

業補助等
普通運転免許証

1 4 月上旬 6 カ月

1 10 月上旬 6 カ月

事務
財産台帳整備に係る基礎資料の磁気化作

業補助等
普通運転免許証

1 4 月上旬 6 カ月

1 10 月上旬 6 カ月

作業員
市道・作業道等の環境整備および施設維

持作業等
特になし 2 6 月上旬 5 カ月

文化財課

43-3384

事務・

軽作業

旧石黒（恵）家、活用に関する受付手配お

よび歴史案内、清掃業務。
特になし 2 4 月上旬 12 カ月

作業員
歴史的景観維持作業、桜堤の枝剪定およ

び樹木環境改善業務
草刈り作業経験者 2 4 月上旬 8 カ月

情報センター

43-3339
作業員 施設環境整備および駐車場監視業務 草刈り作業経験者 1 4 月上旬 12 カ月

イベント交流館・

学習資料館

43-3333

事務 仙北市内図書整理事業全般
パソコン経験者

（エクセル使用経験者）
6 4 月上旬 12 カ月

事務
収蔵品整理および企画展イベント交流館

事務等

学芸員有資格者優先、パ

ソコン経験者
1 4 月上旬 12 カ月

生涯学習課

43-3383

事務 連絡調整事務および課内業務等 パソコン経験者 1 4 月上旬 12 カ月

作業員 生涯学習施設の維持・整備を行う 草刈り作業経験者 2 4 月上旬 7 カ月

平
成
23
年
度

仙
北
市
臨
時
職
員

等
の
募
集
（
予
定
）

仙
北
市
緊
急
雇
用
対
策

　
市
で
は
緊
急
雇
用
対
策
基
金
事
業
を

活
用
し
て
、
市
内
等
求
職
者
を
対
象
に

市
臨
時
職
員
を
雇
用
し
ま
す
。

　
雇
用
予
定
者
数
92
人
、
雇
用
期
間
は

原
則
と
し
て
６
カ
月
以
内
で
す
が
、
必

要
に
応
じ
て
更
新
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
４
月
上
旬
雇
用
に
つ
い
て
は
、
３
月

７
日
頃
募
集
の
予
定
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

角
館
（

（
54
）
２
４
３
４
）、
ま
た
は

各
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
募
集
業
種
、
採
用
人
数
、
雇
用
予
定

期
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の

基
金
事
業
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
成

23
年
度
の
３
年
間
で
１
年
以
内
ま
で
の

雇
用
と
な
り
ま
す
。

※
今
回
の
募
集
は
、
議
会
の
議
決
を
前

提
と
し
た
募
集
の
た
め
、
変
更
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
を
希

望
し
て
い
ま
す
が
、
す
ぐ
に
入
所

で
き
な
い
の
で
す
か
？

仙
北
市
に
あ
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
満
床
の
状
況
で
す
。
介

護
の
必
要
の
程
度
や
家
族
状
況
な

ど
、
入
所
の
必
要
性
の
高
さ
を
各

施
設
で
審
査
し
て
入
所
者
を
決
め

て
い
ま
す
。

質
問
３

回
答
３

※
介
護
保
険
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
Ｏ
Ｓ
介
護
ネ
ッ
ト
」（U

R
L
:h

ttp://w
w

w
.

osk
aig

on
et.or.jp/

）
に
も
Ｑ
＆
Ａ
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
介
護
保
険
事
務
所
で
は
、
介
護
保

険
制
度
の
周
知
と
普
及
を
目
的
と
し

て
「
出
前
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
自
治
会
・
企
業
な
ど
で
開
催

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
介
護
保
険

事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
介
護
保
険
事
務
所

　
企
画
管
理
班

　

０
１
８
７
（
86
）
３
９
１
０

問合せ先

電話番号
業種 業務内容

就業者に求められる

技術・技能

募集

人数
雇用予定期間

平福記念美術館

54-3888
作業員

美術館敷地内の樹木剪定、清掃、修繕業

務
草刈り作業経験者 2 4 月上旬 8 カ月

田沢湖図書館

43-1307
事務 蔵書データの整備・蔵書整備等事業 パソコン経験者 3 4 月上旬 12 カ月

商工課

43-3351

事務
首都圏アンテナショップの新規開拓や地

場産品や特産品の収集等
普通運転免許証

1 4 月上旬 6 カ月

1 10 月上旬 6 カ月

事務
仙北市企業等連絡協議会事務および課内

業務等
普通運転免許証

1 4 月上旬 6 カ月

1 10 月上旬 6 カ月

建設課

43-2294
作業員

市道、普通河川の支障となる立木の枝払

いや除去作業等
草刈り作業経験者 4 6 月上旬 4 カ月

都市整備課

43-2295
作業員 公園内の環境整備等 草刈り作業経験者 4 8 月上旬 3 カ月

観光課

43-1115

事務 書類整備、電話および窓口対応等 パソコン経験者
1 4 月上旬 6 カ月

1 10 月上旬 6 カ月

事務 田沢湖マラソン事務補助（受付、連絡） パソコン経験者 1 5 月上旬 6 カ月

事務 着地型体験旅行商品の宣伝紹介等の業務

外国語（英語、韓国語、

中国語等）で日常会話が

できる方

1 4 月上旬 12 カ月

作業員 公園、遊歩道等の刈払い等の整備作業等
草刈り作業経験者

（刈払い機保有者）
2 6 月上旬 6 カ月

作業員 登山道等の刈払いや清掃等の整備等
草刈り作業経験者

（刈払い機保有者）
3 6 月上旬 2 カ月

作業員
さくら祭、交通安全強化および観光案内

業務等
仙北市の観光知識 18 4 月中旬

委託
着地型観光メニューの開発および商品化

を行う
旅行業務取扱管理者 1 7 月以降

農山村活性課

43-2207

事務 窓口業務、施設の維持管理等を行う 特になし
1 4 月上旬 6 カ月

1 10 月上旬 6 カ月

作業員
市管理の林道・作業道の草刈り、維持管

理作業等

草刈り作業経験者

（刈払い機保有者）
6 5 月上旬 6 カ月

環境防災課

43-3308

事務・

軽作業
データ入力作業及び施設整備等を行う

草刈り作業経験者

（刈払い機保有者）、

パソコン経験者

2 5 月上旬 6 カ月

環境保全センター

54-3305
事務 書類整備、電話および窓口対応等 パソコン経験者

1 4 月上旬 6 カ月

1 10 月上旬 6 カ月

保健課

55-1112
事務 電話等による勧奨および健診事務等 特になし 1 4 月上旬 12 カ月

長寿子育て課

43-2280
事務

関係機関への連絡調整等課内事務等を行

う
パソコン経験者

1 5 月上旬 5 カ月

1 10 月上旬 6 カ月

教育総務課

43-3381
事務

英語指導環境の整備と各先生への人的支

援を行う
英語検定 2 級程度 1 4 月上旬 12 カ月
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第2回「もっと話そう」

　私たちの住んでいる地域を元気に

するための、自由な話し合いの場で

す。

　職場の垣根を越えた様々な人たち

が、地域の持つ魅力や可能性につい

て、広く深く多面的に掘り下げて考

えることから、新しい何かを作り上

げていきます。参加資格なし。活発

に意見交換のできる小さな集まりを

続けます。

　元気のいい参加者をお待ちします。

■日時　3月8日（火）

　13：00 ～ 15：00

■会場　JR田沢湖駅2階キネマ倶楽部

■問合せ　土屋朋子

　 080-3458-5707

　 メール spoke2@me.com

相談相談

第4回仙北市将来ビジョン
策定委員会を開催します

　仙北市を住みやすく魅力あるまち

にするための「仙北市将来ビジョン」

に市民の声を反映させる目的で設置

した将来ビジョン策定委員会による

協議を行います。

　会議は市民公開としますので、関

心のある方は気軽にお越しくださ

い。

■日時　3月9日（水）18：10

■会場　角館樺細工伝承館　研修室1

■問合せ　仙北市政策推進課

　 43-1241

　行政相談委員は、総務大臣から委

嘱を受け、国の仕事などについての

苦情や意見・要望を受け付け、皆さん

と関係行政機関との間に立って、そ

の解決を図る、いわば「行政と住民の

パイプ役」です。

　仙北市の行政相談委員は次の3人

の方で、自宅で相談を受付けていま

すので、お気軽にご相談ください。

【行政相談委員】

◆難波　輝子　TEL 43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

◆大楽　進　TEL 53-2690

　角館町七日町 34

◆小西　範子　TEL 49-2154

　西木町上桧木内字中泊 97

【行政相談所開設】

◆ 3月9日（水）　13：00 ～ 16：00

　神代出張所

◆ 3月16日（水）　13：00 ～ 16：00

　田沢湖総合開発センター

■問合せ　仙北市総務課　 43-1111

行政に関する困りごとは
行政相談委員に

　社会福祉協議会では、相談援助活

動として心配事相談を行っています。

　地域や日常生活で抱える心配ごと

に相談員が適切な助言を行い、相談

内容によっては関係機関へ連絡をと

るなど、心配ごとの解決の手助けを

させていただきます。お気軽にご利

用ください。

◆　9日（水）13：00 ～ 16：00

　神代出張所

◆ 10日（木）13：00 ～ 16：00

　社会福祉協議会角館支所

◆ 15日（火）10：00 ～ 12：00

　紙風船館

◆ 16日（水）13：00 ～ 16：00

　田沢湖総合開発センター

◆ 24日（木）13：00 ～ 16：00

　社会福祉協議会角館支所

■問合せ　仙北市社会福祉協議会

　 52-1624

社会福祉協議会
3月の心配ごと相談日程

平成23年度版ごみ出し
カレンダーの配布について

　環境保全センターでは、「平成23

年度版ごみ出しカレンダー」を3月

16日からシルバー人材センターより

配布します。

　つきましては、現在使用している

ごみ出しカレンダーとグループ番号

が違って配布された場合は、環境保

全センターまでご連絡くださいます

ようお願いします。

■問合せ　仙北市環境保全センター

　 54-3305

4月納付分から　協会けんぽ
の保険料率が上がります

　協会けんぽは、主に中小企業の従

業員とそのご家族の皆様約34万人

（秋田支部）が加入する健康保険で

す。保険料収入の減少や医療費支出

の増大などにより、平成23年4月納

付分から健康保険料率は9.54％（現行

9.37％）、40歳から64歳までの方に

対する介護保険料率は1.51％（現行

1.50％）に引き上げとなります。

月収

（税引き前）

お勤めの方ご本人

負担分（増加分）
健康保険料 介護保険料

20万円 月約170円 月約10円

※任意継続被保険者の方は、事業主

負担分も加わります。

■問合せ　全国健康保険協会

　（協会けんぽ）秋田支部　

　 018-883-1841

JICAボランティア
平成23年度春募集

■募集期間　4月1日～ 5月16日

■応募資格　

　【青年海外協力隊】

　2011年5月16日現在で、満20歳か

　ら満39歳までの日本国籍を持つ方

　【シニア海外ボランティア】

　2011年5月16日現在で、満40歳か

　ら69歳までの日本国籍を持つ方

●説明会日時などの詳細は、JICA

　ホームページをご覧ください。

■問合せ　JICA 東北　JICA ボラン　 

　ティア担当　 022-223-4772

　 メール jicathic-jv@jica.go.jp

秋田内陸縦貫鉄道株式会社
からのお知らせ

平成23年3月12日から時刻改正
　大幅な改正となりますので、詳し

くは配布の時刻表を

ご覧になるか、駅ま

たは会社までお問い

合わせください。

　皆様のご乗車をお

待ちしています。

■問合せ　秋田内陸縦貫鉄道株式会社

　 0186-82-3231
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第3セクター情報第3セクター情報

ハートハーブ

【冬期間営業のお知らせ】

◆冬期営業日　平成23年4月上旬まで、土・日・祝日お

　よびお正月・春休み期間のみ営業

◆営業時間　10：00 ～ 16：00

株式会社　アロマ田沢湖　 43-2424

西木温泉　クリオン　 47-2010

【歓送迎会プラン　～お世話になったあの方や、新た

に仲間になる方へ～】

◆御膳料理　お一人様 4,000円（税込）より

◆卓盛料理　1 卓 20,000円（税込）より

◆飲み放題　お一人様2時間で 2,000円（税込）

　クリオンの美味しい料理を食べて新たな門出や新たな

仲間をワイワイ楽しくお祝いしましょう！送迎いたしま

す。お気軽にご相談ください。

【大好評！「温泉三昧湯治プラン」今月いっぱい】

　2 泊 3 日（5 食付）でお一人様 8,800 円（税込）のお

得なプラン！

　お一人様からご家族、グループまで大歓迎です。

　ゆっくりのんびりクリオンの温泉に入って日頃の疲れ

を癒してください。

【花いっぱいの仙北市、いっぱい遊びにきてたんせ♪】　

　八津のカタクリ、刺巻のミズバショウ、角館の桜、仙

北市の春は、花満開！

　お花見弁当、立ち寄り昼食大歓迎。クリオンのお弁当

で楽しいお花見にしましょう。

　お花見期間中のご予約、大好評承り中。

株式会社　西宮家　 52-2438　

【レストラン北蔵】

特別な日のちょっぴり贅沢なランチ

　3月3日　『ひなまつりランチ』

　3月14日　『ホワイトデーランチ』

　◆時間　11：00 ～ 14：00

　◆料金　1,200円

株式会社　花葉館　 55-5888

【韓国料理フェア】
◆日時　3月25日（金）　18：30 ～ 20：30

◆料金　4,200円（税込）飲み放題

【オープン15周年記念　超得々プラン・4月15日まで開催】

◆内容　1泊2食・3名様より　6,500円（諸税込）

　ドリンク 1 本サービス

【平成 23 年度　グラウンドゴルフ会員募集中】

◆一次締切　3月28日
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【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
石川　毅 ( 西明寺字宮田 )　
西明寺地区農集排処理施設利用組合
伊藤長三組合長
浅利正名 ( 生保内字下高野 )
船山孝一 ( 卒田字真崎野 )
藤原光彦 ( 卒田字早稲田 )
角館中学校第八期生還暦を祝う会
よねや商事㈱角館店
藤木　満 ( 雲然碇 )
能美光博 ( 小勝田下村 )

【仙北市へ美術品寄贈】
河　正雄 ( 埼玉県 )　

【角館町育英会へ寄付】
能美光博 ( 小勝田下村 )

【角館寿楽荘へ芸能ボランティア】
旺棟会　高橋利郎会長

( １月受付分 )
敬称略

あ
り
が
と
う

　  

ご
ざ
い
ま
す

　おたんじょうおめでとう  〈氏名（保護者）住所〉

おくやみもうしあげます  〈氏名（年齢）住所〉

 　　　　　　　　　　　   
  人口　　３０，２８６人　　（－３１）　（－４３５）
  （男）　　１４，２１１人　　（－１５）　（－２０４）
  （女）　　１６，０７５人　　（－１６）　（－２３１）
  世帯数　１０，８０７世帯　（－　６）　（－　　５）

       

（前月比）　（前年同月比）人口の動き１月   

  出生１４人　死亡３９人 　 転入２０人　転出２６人　

戸籍の窓口から
1 月届出分・敬称略

田中  希
き い

依      ( 朋胤 ) 生保内字山居

柴田  柚
ゆ う り

李      ( 宏紀 ) 生保内字武蔵野

武田  光
こ う き

希     ( 博幸 ) 生保内字大谷地

小松  嵐
あ ら た

汰      ( 義人 ) 小松字城廻

冨岡  ひなた  ( 達也 ) 菅沢

三浦  莉
り あ

愛    ( 羊央 ) 上菅沢

安杖  颯
そうすけ

佑    ( 和義 ) 上菅沢

熊谷  汐
し お り

莉    ( 信也 ) 中菅沢

渡邉  あすか ( 亘 ) 西菅沢

飯塚  亮
りょうすけ

介   ( 正祐 ) 歩行町

髙橋  愛
あ い か

華   ( 三千年 ) 西長野古米沢

茂木  玲
れ あ

希   ( 佑太 ) 西長野鬼壁

村上  奏
かなた

    ( 崇弘 ) 桧木内字松葉

髙橋  快
かいせい

生   ( 新一 ) 上荒井字田屋

千葉  正男  　(73) 生保内字石神

梶谷  久雄  　(83) 生保内字牛沢

千葉  萬之助  (80) 生保内字浮世坂

髙田  ミヤノ  (99) 生保内字久保

佐藤  キヨ  　(91) 生保内字小杉沢口

高橋  正作  　(87) 生保内大谷地

田口  時司  　(62) 生保内字野村

加藤  城　     (83) 田沢字打野

千葉  イネ  　(78) 田沢字田沢々口

千田  キワ  　(82) 田沢字田沢々口

三浦  昭二     (83) 神代字生田中村

工藤  信幸  　(46) 卒田字白籏

梅澤  正夫      (79) 上菅沢

石郷岡  好子  (101) 菅沢

小林  博         (67) 菅沢

中村  清         (80) 上菅沢

進藤  富美子  (67) 花場

宮林  トク 　 (65) 細越町

金野  美智子  (68) 山根町

佐藤  洋一 　 (75) 田町上丁

菅𠩤  ツヤ 　 (83) 田町上丁

仙波  勇二 　 (84) 川原北沢

髙橋  ミヤ子  (78) 川原字川原

能美  榮 　　 (90) 小勝田下村

川井  重幸  　(66) 小勝田中川原

能美  ミヨ  　(75) 小勝田下川原

伊藤  ミヱ  　(85) 西長野上野

藤木  忠男  　(82) 雲然碇

鈴木  ヒサヱ  (99) 下延大前田

辻  キミ　      (86) 八割西ケ沢

佐藤  忠雄      (77) 広久内合野

藤田  タミヱ  (95) 桧木内松葉

佐曽田  清   (90) 西明寺字佐曽田

佐藤  クワ子  (95) 門屋字上門屋

西宮  正利  　(39) 門屋字屋敷田

佐藤  正一      (85) 西荒井字中野



1
2
3
4
5 さかなクン講演会

■時間　13：30 ～ 15：00　■場所　仙北市民会館

6
響爽～ HIBIKI ～民謡ショー
「唄と踊りに華が咲く」VOLUME2
■時間　12：30 ～ 16：00　■場所　中仙市民会館 Don-Pal
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8
第2回「もっと話そう」
■時間　13：00 ～ 15：00　
■場所　JR 田沢湖駅 2 階キネマ倶楽部

9

行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

社会福祉協議会・心配ごと相談
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

第4回仙北市将来ビジョン策定委員会
■時間 18：10 ～　■場所　角館樺細工伝承館

10 社会福祉協議会・心配ごと相談
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　社会福祉協議会角館支所
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12
13 第1回仙北市バスケットボール大会

■時間　9：00 ～　■場所　角館中学校体育館

14

 15

秋田栄養短期大学公開講座
■時間　9：50 ～ 13：00・13：20 ～ 16：30
■場所　紙風船館

社会福祉協議会・心配ごと相談
■時間　10：00 ～ 12：00　■場所　紙風船館

認知症の方を支える家族の集い
「お話しと座談会」
■時間　10：00 ～ 11：30　■場所　西木総合開発センター

16

介護予防講演会「善ばばに笑いの渦」
■時間　13：20 ～ 15：00　■場所　角館樺細工伝承館

行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

社会福祉協議会・心配ごと相談
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター
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仙北市の
行事予定 １日（火）～２０日（日）

3月
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▼ 2 月は小正月行事、冬祭りをたく

さん見ることができました。初めて見

に行ったものもありました。どの行事

も盛り上げようと地域の皆さん、担当

者の皆さんががんばっている姿が印

象的。こんな時は撮影がうまければと

つくづく思います。今はたくさん撮ら

ないと不安で…、がんばります。（ーー）

　 ▼市内各地区で行われた、冬祭り・

小正月行事の取材に行ってきました。

各地区で「無病息災」「家内安全」を

祈願し、今年1年は健康に過ごせそ

うな気がしています。仙北市でも寒さ

が少し和らいで、徐々に春の足音が感

じられるようになりました。（１０）　

▼春の院展に向けて制作中の山田美知

男さんのアトリエを訪問。これまでの

入選作の写真を見せていただいて、共

通するテーマが感じられました。真正

面から描かれた動物の優しい目。何か

こちらが見透かされているような…。

お忙しい中ありがとうございました。

（☆☆）

編集後記

○○のつぶやき

山田美知男さんの作品




